
河道閉塞

平成３０年北海道胆振東部地震における寒地土木研究所の活動について

９月 ８日 １４：００、寒地河川チーム 自主調査
９月１４日 １４：３０、寒地河川チーム、土木学会調査
調査箇所：厚真川

厚真川閉塞状況（厚幌ダム下流）

厚真川閉塞状況（浄水場付近、左岸堤防から右岸を望む） 厚真川土砂撤去状況（幌内橋から上流を望む、上写真と同箇所）

厚真川閉塞状況（幌内橋から上流を望む、下写真と同箇所）

厚真川支川の閉塞状況（幌内地区、谷の全幅が土砂で閉塞、下流側から上流を望む）

9月8日 9月8日

9月8日 9月14日

9月14日

・河道の閉塞状況

厚真川本川では、厚幌ダムより下流区間において4箇所で河道閉塞が発生。重機による堆積土砂の撤去作業が

行われていた。また、いくつかの支川においては、谷の全幅が土砂で閉塞している状況が確認された。

崩落土砂の粒径は非常に小さく、降雨や融雪で再移動しやすい可能性がある。


